
フ ラ ン ス 文 の 語 順

加 藤 宏 幸

私は,1980年に発表した論文 ｢フランス語の明瞭性と調和- 語順の重要

性- ｣1)において,具体的な例に基づいてフランス文の語順を検討し,そ

の規則を次のようにまとめてみた｡①文末はもっとも重要な位置であり,ら

っとも重要な語または語群によって占められる｡④文頭は文末に次ぐ重要な

位置であり,重要な語または語群によって占められる｡⑨文末に位置する語

または語群は,十分な音量を持っていなければならない｡④動詞は,｢その前

後に位置する要素を結合するので,文の中心に位置する｡⑤文末の動詞は,

十分な意味内容を持つものでなければならない｡㊥文は思考の流れに沿って

書かれ,話されなければならない｡⑦同格形容詞には一定の位置がない｡こ

こでは,これらの規則を踏まえて,さらに深くフランス文の語順を探究して

みたい｡

フランス文は,構造上から見て,五つに分類される2)0①主語一自動詞 :

Les618veschantent [生徒が歌を歌う].④主語-他動詞一直接 (間接)冒

的補語 :Ilregardelat616vision[彼はテレビを見る](直接目的補語). Je

penseAmesparents[私は両親のことを考える](間接目的補語).⑨主語一

他動詞一直接目的補語一第二目的補語3):Jepr8tedel'argentamomami

[私は友達にお金を貸す].④主語一動詞一主語の属詞 :Elleestjeune[彼女

は若い].⑨主語一他動詞一直接目的補語一直接目的補語の属詞:Jetrouve

celivreint6ressant[私はこの本をおもしろいと思う].多くのフランス文

は,主語,動詞などの主要な要素が,形容詞的または副詞的要素によって修
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飾されて複雑になっているが,基本的には五つのパターンのいずれかに属す

る｡

フランス文のこの五つのパターンは,そのままフランス文の基本的語順と

見なすことができる｡一般に文はこれらの語順に従って構成されるが,主体

の思考の流れに従って形成されたり,文の調和 ･強調などの文体上の理由を

考慮して形成されるため,基本的語順に従わない場合がある｡ここでは特に,

基本的語順に従わない文に注目し,なぜそのような文が形成されるのかを調

べてみたい｡

1. まず,シャトーブリアン Chateaubriandの 『ルネ』Reneに現れる

次の文に注目しよう:Lejour,jem'6garaissurdegrandesbruy占res

termin6espardesfor6ts.Qu'ilfallaitpeudechoseamareverie!Une
feuilles占chequeleventchassaitdevantmoi,unecabanedon上lafum∂e

s'uevaitdamslacimedるpouill色edesarbres,lamoussequitremblaitau

souffledunordsurletroncd'unchene,uneroche6cart6e,un6tang

dるsertohlejoncfletrimurmurait!Le clochersolitaires'6levantauloin

danslava116easouventaitirbmesregards;souventj'aisuividesyeux

leeoiseauxdePassagequivolaientau-dessusdematete.Jemefigurais

lesbordsignorゐ,lesclimatslointainso血ilsserendent,･j'auraisvoulu

etresurleursailes[その日私は,森の外れの丈の高いヒースを踏み締めて

さ迷っていた｡夢想には,ほんの取るに足らぬ物で十分であった ! 風が私

の前から吹き払う一枚の枯葉,その煙が木々の葉のない梢に立ち上る小屋,

樫の幹の上で北風に震えている苔,遠く離れた岩,しおれた燈心草がざわめ

いている池 ! 遠くの谷にそびえ立っただ一本の鐘楼が,しばしば私の目

を引いた｡私は,頭上を飛んで行く渡り鳥を目で追った｡私は,鳥が向かっ

て行く未知の岸や遠い土地を想像した｡私は,鳥の巽に跨りたかった].

声を上げて読んでみればよく分かるが,この一節は,よどみなく流れる川の

水のように自然に流れていて,読む者に抵抗を全く感じさせない｡それは,

主語一動詞,主語一動詞-直接目的補語の基本的語順に従っているからであ
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り,状況補語も文頭,文末,文中と,各文においてもっともふさわしい位置

を占めているからである｡

2. 一般に状況補語は,文中においてかなり自由な位置をとり得る｡主と

してその位置は,文の調和 ･強調など,文体上の理由によって決定される:

Bient∂tmomamiviendramevoir[間もなく友達が私に会いに来るだろう].

Momami,bientôt,viendramevoir.Monamiviendrabientatmevoir.

Monamiviendramevoirbientôt.この四つの文を文の調和の観点から見

ると,第1の文が,文のほぼ真ん中に動詞が位置し,さらにbient6tが文頭

に来て,文の構成も自然であり,もっとも調和のとれた文となっている｡自

由な位置をとり得る状況補語は,文体上から見れば,動詞との関連において

その位置を決定し,動詞が文のほぼ中心に位置するように配置すれば,調和

のとれた文が形成される｡Ilyadesrosesdamslejardin [庭にばらがあ

る].よりは,Da.nslejardin,ilyadesroses.の方が調和のとれた文であ

る｡次の文においても,動詞は文のほぼ中心に位置し,動詞を中心として左

右のバランスがとれている:Assispr主sdelafenetre,danssongrand

fauteuil,illisaitdumatinausoir(France)[窓のそばの大きな肱掛

け椅子に座り,彼は朝から晩まで本を読んでいた].Commeunebarquequi

passeladigue,il(-avion)entraitdanslegeauxr6serv6es(Saint-Exup6ry)

[防波堤を越える小舟のように,飛行機は貯えられた水の中に入って行った].

3. 動詞は本来,その前後に位置する要素を結合するので,文の中心に位

置する｡したがって,動詞が文頭や文末に現れる文は不自然である｡動詞が

文頭に来る VenaitPa.ul[ポールがやって来た].という文は,動作よりも主

語に力点がおかれたそれ自体独自の意味を持つ文であるが,動詞が文頭にあ

るため,文体的には調和のとれない文である｡文体的な観点に立って,Ici

uenaitPaul[ポールがここにやって来た].と書き改めれば,調和のとれた

文となる｡また,動詞が文末に来るPaulvenait.ち,文体的には調和のとれ

ない文である.Paulvenaitici.または Paulvenaitmevoir.と書き改めれ
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ば,文体上は均整のとれた文となる｡

文末に動詞が来るのを避けるために,非人称のilがしばしば用いられる:

Unaccidentestarrive[事故が起こった].-IlestarrizJeunaccident.Une

bonneid阜emevient[いい考えが浮かんだ].一mmevicntunebonneid6e.
Lapeur･lei)Tit[彼は恐怖に襲われた].-Illui少ritunepeur√- Illeprit

unopeur.という文は存在しない｡また,意味上の主語 peurに不定冠詞が

付くことに注意しなければならない｡

また,主語名詞の補語を文末に分離し,動詞を文のはば中央にすえること

ができる:L'enviedevoyagerlui♪rend [彼は旅に出たくなる].-L'envie

luiprenddevoyager.L'id6ed'alleraucinるmaluiestvenue[彼は映画に

行く気になった].-L'idbeluiestvenued'a.lleraucinema.

4.動詞がほぼ文の中央に位置している文は,安定性があり,自然な感じ

を与える｡しかしながら,動詞に十分な意味を持たせるため,文の調和を考

慮せず,動詞を文末に置くことがある:Surlarouteduretour,damsle

calmedel'apr占S一midigeld,descrisd'oiseauxoudesappelsd'enfants

montaient(Beaumelou)[帰り道で,凍りつくように寒い午後の静寂の中に,

鳥の鳴き声と子供の叫び声が上がった].- 長い主語を文末に置けば安定し

た文になるであろう｡しかし作者は,動詞 montaientを文末に置き,鳥の

鳴き声や子供の叫び声よりも,それらが ｢静寂を破って突然上がったこと｣を

強調しようとした｡ll6taitla,damssongrandmanteau,lorsqu'un･ex-

traordinairepetitjeunehommesorid(Beaumelou)[彼が大きな外套にく

るまって,そこに留まっていた時,背の低い奇妙な青年が出て来た].- 従

属節の長い主語を倒置すれば安定した文になるであろう｡しかし,動詞sortit

が文末に置かれたことによって,背の低い奇妙な青年よりも.その青年が｢突

然現れたこと｣が強調される.Laporteauventi,albite (白水社 『仏和大

辞典』)[扉が風でがたがた震える].- 文末に動詞 palpiteが置かれたこと

によって,｢がたがたという震え音｣がはっきり聞きとれる｡
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5.基本的語順においては動詞の前に置かれる主語名詞が,到直されて文

末に来ると一般に強調される:Maislavoixseperdaitdamslebruitdu

vol,Seulscommuniquaientlessourires(Saint-Exup6ry)[その声は飛行の

音で消され,微笑だけが伝わって来た].- 操縦士と無線通信士の乗った飛

行機が嵐に巻き込まれて,海上に流され,彼らはもはや地上に帰還できなく

なり,雲の中をさ迷っている｡飛行機を上昇させ嵐の上に出た時,そこは日

が降り注ぐ世界であった｡操縦士が振り向いて無線通信士を見た時,無線通

信士は ｢よくなって来た｣と叫ぶが,その声は爆音で消され,微笑だけが伝

わって来る｡so11riresが文末に置かれたことによって,｢微笑で輝 く無線通

信士の顔｣がわれわれの目の前に浮かび出る｡Depuissonuniquetentative

desuicideaArgelouse,m8meauxheuresdedるsespolr,aVaitjou6en

elle,toujoursvivace,rinstinctdeconservation(Mauriac)[アル ジュルー

ズでのただ一度の自殺未遂以来,絶望している時でさえも,彼女の中では,

いつも活発に自己保存の本能が働いていた].- 状況補語一状況補語一動詞

一状況補語一同格形容詞と続き,やっと主語が現れる｡われわれは主語が現

れるまで不安な状態に置かれ,主語が現れてやっと安心する｡それ故われわ

れは,彼女の ｢自己保存の本能の強さ｣を感じとることができる.Del'in-

spirationtraglque,SeSO誉uVreSlesplusfortesrassemblentles616ments

ma]eurs:lapuret6sch6matique,1adensit6,1eGensdelafatalit6;

constammentp占sentsurledramelesforcessombresdudestin(Castex)

[彼のもっとも力強い作品には,悲劇作品の主要な要素が寄せ集められてい

る:図式的な純粋さ,高い密度,宿命に対する感覚｡絶えずその演劇の上に,

運命の暗い力が重くのしかかる].- 文末に主語 lesforcessombresdu

destinが置かれたことによって,その劇作家の演劇を支配する ｢運命の暗い

力｣をはっきりと感じとることができる｡

また,感覚動詞の直接目的補語で,不定法の意味上の主語となる名詞が,

文末に置かれ強調されることがある:Verscinqheureslelendemainmatin,

unbruitderouesm'6veillaetm'attiraalafenetre,etjeviss'avancer

jusqu'anotreporteunoyoitureadeuxchevaux(Green)[翌朝5時ごろ,
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車輪の昔で私は目を覚まし,窓に引き寄せられた｡われわれの家の門まで,

二頭立ての馬車が進んで来るのを見た].- unevoitureadeuxchevaux

が文末に位置しているため,車輪の音を響かせて進んで来る ｢二頭立ての馬

車｣が目に浮かぶ｡ToutAcoupellevitparaitreaupr占sdesonlitrla

clarted'unelumibre(Stendhal)[突然彼女は,ベッドのそばに照明の明か

りが現れるのを見た].- 文末に位置した1aclart6-d'unelumi主reによって,

暗い部屋のベッドのそばに突然現れ,彼女をびっくりさせる｢照明の明かり｣

を感じとることができる｡

6. 文は主体の思考の流れに沿って,書かれ話されるO一般に思考は,主

題の提示,その説明という順序をとる｡主題は文頭に提示され,その後にそ

の説明が行われるので,何が主題となるかによって,基本的語順は,文体上

許容される範囲内でかえられる｡

次の文に注目しよう:Decettecrise,chacu/ndenousestplusoumoins

victime,maischacunest阜galementresponsableasonniveaux(Lcgos

Bordas) [われわれのおのおのが,多かれ少なかれこの危機の犠牲者である

が,その程度において皆等しくこの危機に責任がある].- この文を単一の

文と考えれば,Chacundenousestplusoumoinsvictimedecetiecrise,

maischacunenest6galementresponsableasonniveau.と書き換えるこ
とができるが,この文以前に危機の内容が語られ,それに続いてこの文が現

れたのであれば,上のように書き換えることはできない.Sat.l'autreT･ite

d6butentlesbeauxquartiers(Aragon)[他の河岸に美しい街が登場する].

- 一基本的語順に従えば,Lesbeauxquartiersd6butentsupl'autrefive.

となるが,一方の河岸にある街について語った後で,他の河岸にある街につ

いて語ろうとする場合には,当然 ｢他の河岸｣は文の主題となるので,sur

l'autreriveは文頭に置かなければならない｡

フローベール Flauberの 『ボヴァリー夫人』MadameBovaryの次の一

節に特に注目したい:Lafacadedebriqueseta.itjusteal'alignementde
larue,oudelarouteplut6t.Derri∂relapwtesetrouvaientaccroch占sun
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manteauapetitcollet,unebride,uneca.squettedecuirnolr,et,dane

uncoin,aterre,unepalredehouseauxencorecouvertsdeboues由he.

A droite昌taitlasalle,C'est-えーdirel'appartemento血1'onmangeaitet

oも1'Onsetenait.Unpapier]aune-serln,relev島danslehautparune

guirlandedefleurspales,tremblaittoutentiersursatoilemaltendue;

desrideauxdecalicotblanc,bord6sd'ungalonrouge,S'entre-croisaient

lelongdesfenetres,etsurl'etroiichambranledelachemineeresplendissait

unependuleat合ted'Hippocrate,entredeuxflambeauxd'argentplaque,

sousdesglobesdeformeovale.Del'autrec∂teducorridor6taitlecabinet

deCharles,petitepi占cedesixpasdelargeenviron,avecunetable,trois

chaisesetunfauteuildebureau(Flaubert)[れんが造りの家の正面は,

街路,正確には街道にきっちり沿っていた｡ ドアの後ろには,小ケープ付き

のコート,馬軌,黒革の-ンチングが掛けてあり,隅の床には,乾いた泥が

まだ一杯ついている一対の脚秤が置いてあった｡右手に広間があったが,そ

れは食事をしたりくつろいだりする部屋であった｡上部が青白い花の飾りで

派手に飾られたカナリヤ色の一枚の壁紙全体が,ぴったりと張られていない

下地の布の上で震えていた｡赤い飾り紐で縁取りされた白いキャラコのカー

テンが,窓に沿って交差し,暖炉の狭い前飾りの上に,ヒポクラテスの顔を

付けた置き時計が,卵形のガラスケースに入った,銀めっきされた2個の燭

台に挟まれて輝いていた｡廊下の反対側には,シャルルの診察室があったが,

幅がおよそ6歩の小さな部屋で,テーブル1台,椅子3脚,事務用肱掛け椅

子が置かれていた].- 実家のある村で結婚式と祝宴を終え,シャルルCharles

の妻となったエンマ Emmaは,初めてシャルルの家に入った｡彼女は,秦

の様子を見て回る｡彼女の視線の動きに従って,文が書かれている｡主題で

ある場所がまず提示され,つづいて彼女が目に留めた物が提示される｡｢ド

アの後ろに｣,彼女は ｢小ケープ付きのコート｣と ｢馬勤｣と ｢黒革のハンチ

ング｣を,｢隅の床に｣,｢一対の脚鮮｣を見る｡つづいて ｢右手に｣,｢広間｣

を,広間の中に ｢カナリヤ色の壁紙｣と｢白いキャラコのカーテン｣を,｢暖

炉の狭い前飾りの上に｣,｢ヒポクラテスの顔を付けた置き時計｣を認める｡
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つづいて ｢廊下の反対側に｣,｢シャルルの診察室｣を,そこに ｢テーブル1

台｣'と ｢椅子3脚｣と ｢事務用肱掛け椅子｣を認める｡この一節においては,

エンマの視線の動きによって,各文の語順が決定されて行く｡

7. Onavisit6lechateausowptueuxd'unhommeriche [ある金持ち

の豪華な邸宅を見物した].という文に関して,lechateausomptueuxを

強調するために,それを文末に持って来て,Onavisit6d'unhommeriche

lechateausom♪tueux.と書き換えると,不自然な文となる｡緊密に結びつい

ている名詞+de+名詞が分離するからである｡しかしながら,分離しても不自

然な文とならず,形容詞に修飾された文末名詞が十分な意味を持つ文を見出

すことができる'.Jegadedecetterencontreunsouvenirddlicieux[私は,

あの出会いの楽しい思い出を持ちつづけている].- 形容詞によって修飾さ

れた直接目的補語が文末に来て,｢思い出の楽しさが｣強調される｡un

souvenirdblicieuxdecetterencontreの結合から解放された decette

rencontreは,状況補語的な働きをするようになり,動詞により一層強く結

び付くようになる.Onfaisaitdelaforceunemploicontinuel(Mansion)

[いつも暴力に訴えた].- unemploicontinueldelaforceの語順が一般

的であるが,unemploicontindelが文末に来て,｢暴力使用の繰り返し｣が

強調される｡delaforceは,動詞の方により強く引き付けられる｡ Homme

d'esprit,railleur]usqu'alacruaut6,ilalaiss6desescontemporainsdes

Portraitsd'unegrandePenetration(LePetitRobeT･t21[才人で,非情な

までに冷やかし好きであった彼は,彼の同時代人についての非常に洞察に富

むボルトレを残した].- desportraitsd'unegrandep6n6trationが文末

に来て,｢ボルトレが示す豊かな洞察｣が強調される｡やはり,deses

contemporainsは,dosportraitsとの結び付きより動詞との結びつきが強

い｡
本来かたく結合されている名詞+de+名詞から,de+名詞を分離すること

は不自然に思えるが,第1名詞に付加された形容詞に十分な意味を持たせる

ためには,この語順を選ばざるを得ない｡
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Jemesuissentidel'inclinationpourelle[私は彼女に愛情を感じた].

という文において,pourelleは,del'inclina丘onを修飾する形容詞的要素

と見なすことができるoこの文を書き改めて,Jemesuissentipourellede

l'inclination.とすれば,pourelleは動詞を修飾する状況補語と見なすこと

ができるであろう｡しかし,この文は何か不自然な感じがする｡.Temesuis

sentipourelledel'inclinationlaPlustendre[私は彼女にもっとも深い愛

情を感じた].とすれば,文末に位置する要素が十分な音量を持つようになり,

調和のとれた文となる｡Jenemesuisnullementpropos6defournirdes

renseignementsparavanceaceuxquiferontsurmoidosnoticesoudes
articles(Renan)[私は,私に関する紹介記事や論文を書くであろう人たち

に,あらかじめ情報を提供するつもりは全くなかった].- quiferontdos

TWticesoudesarticlessurmoiとすることは可能であるが,音量の不十分

な surmoiを文末に持って来れば,不調和な文となってしまう｡

8. 同格形容詞の語順について考えてみたい｡一般に,同格形容詞には定

まった位置がない:LeventsoufflaitZJiolentl風が激しく吹いていた].

Violent,leventsoufflait.Levent,violent,soufflait.その位置は,文の

調和･強調などの文体上の理由によって決定されることが多い｡

Seuls,S'61evantduniveaudelaplaineetcommeperdusenra.Se

campagne,montaientversleciellesdeuxclochersdeMartinville(Proust)

[ただ2本,平野の水平面からそびえ立ち,平坦な平野に迷い込んだかのよ

うに,空に向かってマルタンヴィルの鐘楼が伸びていた].- 主語の同格形

容詞 seulsは文頭に孤立し,広い平坦な平野にそびえる鐘楼が ｢ただ2本｣

であることを強調する｡他の位置ではなく,文頭に置かれたことによって,

その効力を十二分に発揮する｡- D'abord,lavibrationdechaqlユeCloche

montedroite,Pureetpourainsidireisoleedesautres,damsleciel

splendidedumatin(Hugo)[まず最初は,それぞれの鐘の振動音は,まっ

すぐに,純粋に,いわば他の音から孤立して,朝の光に満ちた空に昇って行

く].- droite,pure,iso16eは主語の同格形容詞ではあるが,動詞monte
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とも結び付き,状況補語的な働きもしている｡- Illetrouvetouthabi116

Sursonlit,1esmainscrois6essouslat8te,muancolique(Deschodt)

[彼は,きちんと服を着て,顔の下で手を組み合わせ,憂うつな顔をしてい

る彼を見つける].- 直接目的補語の同格形容詞 m61ancoliqueが文末に置

かれ,｢憂うつな顔]が浮かび出る･｡Danslluisclos.aucontraire,ilparvient

aanimersespersonnage,malgr61ecaract占refantastiquedeladonnie,

etanousrendrePoignantleurd6sespoir(Castex)[これに反して,『出口
なし』において彼は,素材の架空的性質にもかかわらず,その人物たちに生

命を与え,彼らの悲痛な絶望をわれわれに描き出すことに成功する].-1eur

d6sespoirPoig71mltという表現はとらず,poignantが直接目的補語 leur

d6sespoirの同格形容詞として表現されているため,｢絶望の悲痛さ｣を強く

感じとることができる｡

9.主語の倒置について考えてみたい｡LejourohilPartiraenFrance

viendrabient6t[彼がフランスへ出発する日が間もなく来る]･､という文は,

文頭の主語が文末の状況補語よりも長い｡一般に,文頭に長い主語が現れる

文は,不調和な文と見なされる｡主語を倒置して,Bient6tviendralejour

oゐilpartiraenFrance.とすれば,安定性のある文となる.

Monfr∂reetmasceurentrentdamslacha,mbre [弟と妹が部屋に入っ

て来る].という文も,Danslachambreentrentmonfrereetmasαur.

という文も,動詞が文の中心に位置しているので,調和のとれた文である｡

しかし,Damslachambre,monfrbreetmasαuT･entrent.という文は,文

末に動詞が来るので,不調和な文である｡また,フランス文においては,捕

語と動詞を可能な限り接近させる傾向があるが,この文においては,状況補

語 danslachambreと動詞 entrentが主語によって引き離されてしまって

いるので,不自然な感じを与える｡

補語と動詞を接近させるために,従節においては,しばしば主語名詞の倒

置が行われる:L'h6telo血demeuremomamiestpresd'ici[友達が滞在し

ているホテルはこの近くです]. C'estlaraisonpourlaquellen'estp乱s
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venumonami[これが,友達が来なかった理由です].Lajeunefilledont

parlemamareviendrabient6tchezmoi[母が話している若い娘が,間も

なく家に来るだろう]. Uncielternep占sesurcetristepaysagequene

relivel'6clatd'aucunevege'tail'on(Green)[どんよりした空が,植物の輝き

が全く認められない物悲しい風景の上に,重くのしかかっている].D'unseul

coup,]ereconnus,d'apr占slesdescriptionsquem'avaitfaitesleWand

Meaulnes,lefianc6dudomaineinconnu(Beaumelou)[すぐに私は,モー

ヌの大将が詳しく語ってくれていたので,彼が見知らぬ土地のフィアンセで

あると分かった].

従節においては,1elivrequem'adonn6momami[友達がくれた本]も

1elivrequemomamim'adonn6も可能であるが,主語名詞を到着しない

場合,従属の終わりに 6.tre,avoirが来る時には,必ず到置しなければなら

ない:Etaveccetteconfianceetcebesoind'amitibqu'ontlesenfants,

laveilled'unegrandefete,ilsleprennentchacunparla.main(Beaumelou)

[そして,大きな祝宴の前日に子供たちが抱くあの信頼の気持と友情を求め

たくなる気持から,彼らはそれぞれ彼の手を取る].quelesenfantsontと

することはできない｡

10.0uiafaitcela? [誰がそれをしたのですか]という問いに対しては,

C'estPl'erre[ピエールです].と答えるのが普通であるが,C'estPierrequi

afaitcela [ピエールがそれをしました].と答えることもできるoQuand

est-ilvenuici?[いっ彼は来たのですか]という問いに対しては,Ilestvenu

hiersoir[昨晩来ました].または C'esthierCoirqu'ilestvenu.と答える

ことができる｡答えの第1の文においては,もっとも重要な要素であるPierre,

biersoirが文末に位置している｡C'est…qui(que)の構文を用いて,もっと

も重要な要素を文末から移動させて形成されたのが,答えの第2の文である｡

C'est…qui(que)の構文を用いれば, もっとも重要な要素が明確になる利点

はあるが,本来文末に位置すべき要素を強制的に文頭近くに移動させるので,

少し不自然な文となるように思える｡しかしながら,次のような文において
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は,C'est…queの使用はきわめて自然である:M.deLessayhabitaitle

secondStaged'unevieillemaisondel'avenuedel'Observatoire,dont

lafa,qadedeplatreornるedebustesantiques,etleどra.ndjardinsauvage

furentlespremi占resimagesqulS'imprlm占rentdamslesyeuxd'enfant;

et,sansdoute,lorsqueviendralejourinevitable,ellesseglisserontles

derni占ressousmespaupi占resappe%anties.Carc'estdamscettema.ison

quejesuisn6,'C'estdanscejardinquej'appris,enjouant,asentireta

conna,itreqllelquesparcellesdecevieilunivers(France)[レッセ氏は,天

文台通りの古い家の3階に住んでいた｡古代人の胸像で飾られた漆喰の正面

と荒涼とした大きな庭は,子供の私の目に刻み込まれた最初のイメージであ

った｡おそらく,避け得ない日が来る時には,そのイメージは,重くなった

私の睦に最後に忍び込んで来るだろう｡なぜなら,この家で私は生まれたの

であり,この庭で私は,遊びながら,この古い世界のいくつかの小部分を感じる

ことと知ることを学んだのであるから]. Cettedignit6-1an'estnullement

danslesGrecs,etclestacausedecettedignit6,quinousglaceaujourd'hui,

queRacinea6tbromantique(Stendhal)[この威厳は全くギリシア人には

ない｡今日われわれをすくませるこの威厳の故に,ラシーヌはロマン主義者

であった].

以上10項目にわたって,フランス文の語順について述べて来たが,まとめ

れば次のようになる｡

文は主体の思考の流れに沿って書かれ話されるのであるから,その語順は,

その流れによって必然的に決定されてしまう｡単独の文としてはいくつかの

語順をとり得ても,その文が文脈の中に現れた場合には,多くの場合ただ一

つの語順しかとり得ない｡文脈の中に配置された文は,他の文と有機的なつ

ながりを持っており,その語順は他の文との関係において自然に決定される｡

文脈の中で,一つ一つの文が他の文と有機的につながっている時,その文は

調和のとれた文と言うことができるO単一の文としては調和のとれた文であ

っても,それが文脈の中に現れた場合には,不調和な文となることもある｡
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ある文が調和のとれた文であるか否かについては,文脈の中で,その文が他

の文と調和 しているかどうかによって判断されなければならない｡

文脈の中にあって,語順の異なるいくつかの文のどれが現れても,他の文

と有機的につながる場合がある｡この場合には,文の調和 ･強調などの文体

上の理由を考慮して,もっとも適切な文が選ばれる｡

注

1) 加藤宏幸著 ｢フランス文の明瞭性と調和- 語順の重要性- ｣(岩手大学人

文社会科学部紀要 『アルテス･リベラレス』第26号,1980年)0

2) 朝倉季雄著 『フランス文法事典』,白水社,1955年,272ページ｡

3) 第二日的補語は,付与の補語 comp16mentd'attributionと称され,状況

補語に加えられることがある (同上書,105ページ)0
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